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地域医療支援病院・救命救急センター

地域周産期母子医療センター

地域災害医療センター

滋賀県地域がん診療連携支援病院

基幹原子力災害拠点病院

長浜赤十字病院 地域医療連携課
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Our world.Your move. 

初冬の候､貴院におかれましてはますますご清栄のことと存じます。

平素より当院の地域連携に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

（循環器内科 冨岡 大資）

心不全患者さんの健康寿命をより良くしたいとい

う目的に心臓病手帳の使用を始めました。

心臓病手帳は「教材」と「自己管理」で構成され

ています。「教材」は治療や日常生活で遵守してい

ただきたい内容を記載しています。「自己管理」は

日々の血圧や自覚症状を患者さんに記載していただ

く手帳です。

地域の皆様に活用して頂くことで、「湖北の心不

全手帳」として初めて意義あるものになると考えて

おります。心不全手帳や地域連携の課題について先

生方、医療・介護の担当者からどしどしご助言いた

だきたいと考えております。

新しい「心臓病手帳」の使用を始めました！

病院と地域・患者さんをつなぐ連携ツール

（心臓リハビリテーションカンファレンスの様子）



　　

－年末年始休診のお知らせ－

年末年始休診日 12/29(水)～1/3(月)

※緊急時は、救命救急センターへご紹介ください。

TEL：63-2111(代) FAX：62-6134

なお、FAXによる1/4(火)以降の診察・検査依頼は

可能ですので、引き続きご利用お願いします。返信に

つきましては1/4(火)以降となります。

ご迷惑をおかけしますがよろしくお願いします。

◆◆新任医師のお知らせ◆◆

ナカイ チヒロ

産婦人科 仲井 千裕

よろしくお願いします

地域医療連携研修会

「困っていませんか？糖尿病療養支援」
講師：長浜赤十字病院 糖尿病看護認定看護師 臼井 晴美氏（11月13日開催）

標記の研修会をオンラインで開催しました。ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。今回は糖尿

病患者さんの在宅療養を支援する中での疑問、悩み、アプローチ方法について講義形式で開催し、参加者から

は以下のような感想をいただきました。

・日々の療養指導で何気なくしてきたことが、今回の講習で整理できた。これからは、意識して療養指導に活

かしていきたいと思う。

・冒頭でお話しされていた、「その人がどうなりたいかを支援するのが援助者の役割である」というのは改め

てなるほどなと感じました。どうなりたいかが患者さん、援助者とともに共通した目標になる、ということを

念頭において、今後も療養指導に関わっていきたいと思いました。ありがとうございました。

・糖尿病に限らず療養中の利用者の成功体験を見つけることに目を向けることが大切であると確認できた。ま

た、在宅での管理が難しい利用者については、治療方針の簡略化などの相談ができるような多職種との日ごろ

からの関係性の構築が必要と感じた。

今後も地域の皆様を対象とした研修会を予定しております。ご参加をお待ちしております。

◆◆歯科口腔外科よりお知らせ◆◆

令和4年1月より、木曜日の外来診療を

開始します。ご紹介よろしくお願いします。

原子力防災訓練を開催して

社会課 髙山 大志

令和3年11月20日(土)滋賀県・長浜市原子力防災訓練と協働し、当院にて原子力防災訓練を実施しました。

3月に竣工しました原子力災害対策施設を組み込んだ原子力災害に関するマニュアル・アクションカードの

検証と原子力防災意識の高揚を図ることを目的としており、広島大学や原子力安全研究協会より見学や、滋賀

県立看護学校の学生さんに傷病者役を引き受けていただくなど、約140名の参加となりました。

訓練想定として、福井県で震度6弱の地震が発生し、美浜発電所に

おいて装置の故障により放射性物質が放出。長浜市内のUPZ圏内に一

時避難指示が発令され、急病やケガなどにより、医療対応が必要な避

難市民が被ばくスクリーニングおよび除染を目的に来院するものとし

ました。

訓練では、原子力災害対策施設や高度除染室にて被ばく傷病者の受

け入れや、災害対策本部機能訓練を実施しました。原子力災害は地震

などの災害とはまた違った対応を求められるため、手術室や入院病棟

においても被ばく傷病者の受け入れを想定した養生訓練を実施し、原

子力防災訓練の必要性などについて確認していただきました。

原子力災害対策施設を利用した大規模な訓練は初めてでしたが、参

加者のアンケートでは、「全体の流れがわかってよかった。」や「原

子力災害についてイメージできた。」などといった評価をいただきま

した。また、「連絡方法がうまくいかなかった。」や「実際の動きと

アクションカードがかみ合っていなかった。」などマニュアル・アク

ションカードには、多くの課題が見つかりました。これらの意見を反

映し、今後のマニュアル改訂や訓練に活かしていきたいと思います。


